
 

本
船
は
六
月
二
十
日
横
浜
に

入
港
し
、
本
日
現
在
、
新
港

ふ
頭
五
号
岸
壁
に
接
岸
停
泊

中
で
す
。
明
日
二
十
三
日
午

前
九
時
に
は
予
定
ど
お
り
、

高
松
向
け
出
港
し
ま
す
。 

令
和
三
年
五
月
二
十
七
日
、
来
島
海
峡
で

日
本
の
貨
物
船
「
白
虎
」
と
、
韓
国
の
ケ
ミ

カ
ル
タ
ン
カ
ー
「U

L
S
AN
 
P
ION

E
E
R

」
が
衝

突
。
白
虎
は
転
覆
後
、
沈
没
し
た
。
白
虎
の

乗
組
員
十
二
人
の
う
ち
九
名
が
救
助
さ
れ
た

が
船
長
、
一
等
機
関
士
、
二
等
機
関
士
の
三

名
が
亡
く
な
っ
た
。
大
型
船
が
衝
突
か
ら
わ

ず
か
三
時
間
弱
で
沈
没
し
た
こ
と
に
加
え
、

現
場
海
域
が
国
内
有
数
の
難
所
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
二
等
機
関

士
は
本
校
卒
業
生
で
享
年
二
十
二
歳
。
命
を

落
と
し
た
先
輩
に
、
後
輩
と
し
て
、
海
に
生

き
る
者
と
し
て
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
た
。 

趣
味
▼
メ
ダ
カ
の
飼
育
と

水
族
館
巡
り
▼
経
歴
▼
本

校
専
攻
科
修
了
後
、
船
舶
会

社
（
セ
メ
ン
ト
運
搬
船
）
に

就
職
▼
自
身
の
勤
務
経
験

を
後
輩
達
に
還
元
し
た
い

と
本
船
に
転
職
▼
穏
や
か

で
マ
イ
ペ
ー
ス
過
ぎ
る
？

性
格
。「
ま
だ
経
験
が
浅
く
、

日
々
修
行
中
で
す
」
と
語
る

笑
顔
が
フ
レ
ッ
シ
ュ
。
童
顔

の
た
め
か
保
護
者
に
生
徒

と
間
違
え
ら
れ
る
こ
と
も 

沿
岸
航
海
実
習
で
実
習
生
が

楽
し
み
に
し
て
い
る
の
が
、

各
寄
港
地
で
の
自
主
研
修
で

す
。
窮
屈
な
船
上
実
習
か
ら

解
放
さ
れ
る
束
の
間
の
ひ
と

時
を
、
思
い
思
い
に
過
ご
し

 

 

に
入
港
し
給
水
を
済
ま
せ
、

十
八
日
に
横
浜
向
け
出
港
し

ま
し
た
。
今
治
出
港
後
は
引

き
続
き
、
「
備
讃
瀬
戸
」
や

「
明
石
海
峡
」
と
い
っ
た
主

要
航
路
の
航
行
を
実
体
験
し

な
が
ら
北
上
し
、
二
十
日
に

は
世
界
有
数
の
海
上
交
通
過

密
海
域
で
あ
る
東
京
湾
内
の

航
路
で
航
行
実
習
を
実
施
後

横
浜
港
へ
入
港
し
ま
し
た
。 

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス 

新
乗
組
員

の
紹
介 

 沿
岸
航
海
実
習
も
前

半
を
折
り
返
し
、
い

よ
い
よ
終
盤
へ
差
し

掛
か
り
ま
す
。
日
々

貪
欲
に
知
識
や
技
術

を
吸
収
し
よ
う
と
奮

闘
し
て
い
る
実
習
生

六
月
十
三
日
に
枕
崎
港
を
出

港
後
、
翌
日
に
は
海
上
交
通

の
難
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る

「
関
門
海
峡
」
を
航
行
し
ま

し
た
。
今
回
は
夜
間
航
法
の

習
得
を
目
的
に
時
間
調
整
し

て
二
十
時
に
航
路
Ｉ
Ｎ
。
実

習
生
は
船
橋
か
ら
潮
流
信
号

や
他
船
の
灯
火
を
確
認
し
な

が
ら
、
船
長
の
指
導
の
も
と
、

慎
重
に
操
船
し
て
い
ま
し
た
。 

翌
日
に
は
「
来
島
海
峡
」
を
航

行
。
鳴
門
海
峡
・
関
門
海
峡
と

並
び
日
本
三
大
急
潮
に
数
え
ら

れ
る
難
所
と
い
う
こ
と
で
、
実

習
生
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
舵

輪
を
手
に
し
て
い
ま
し
た
。 

十
六
日
に
は
愛
媛
県
の
今
治
港

航
路
航
行
実
習 

の
姿
が
印
象
的
で
す
。
横
浜

出
港
後
は
、
前
半
と
は
逆
方

向
か
ら
各
主
要
航
路
を
航
行

し
、
多
様
な
航
法
技
術
の
習

得
を
目
指
し
ま
す
。
実
習
生

一
同
変
わ
り
な
く
元
気
で
す
。 

自
主
研
修 

指導教官の目 

横
浜
中
華
街
を
散
策
中
の
海
洋
技

術
科
１
年
生
＝
六
月
二
十
一
日 

薩摩青雲丸新聞 第３号 ２０２５年６月２２日（日）

地
村
敦
志(

ち
む
ら
あ
つ
し) 

▼
三
等
航
海
士
▼
２
３
歳 

▼
愛
称
「
ち
む
」 

 

事
故
現
場
で
献
花
と
黙
祷
を
捧
げ

る
実
習
生
＝
六
月
十
五
日 

鹿児島水産高校 
薩摩青雲丸 
第一次航海 
指導教官 

 

薩
摩
青
雲
丸 

生
徒
食
堂
で
六
分
儀
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
講
義
中
＝
六
月
十
五
日 

緊
張
の
面
持
ち
で
舵
輪
を
握
る
自

海
洋
技
術
科
２
年
立
石
君
と
指
導

に
当
た
る
船
長
＝
六
月
十
八
日 

な
が
ら
、
初
め
て
訪
れ
る
土

地
や
慣
れ
な
い
都
会
で
見
聞

を
広
め
て
い
ま
す
。
活
動
を

通
し
て
、
学
生
時
代
に
し
か

経
験
で
き
な
い
か
け
が
え
の

な
い
想
い
出
を
作
っ
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。 

横
浜
停
泊
中
の
本
船
よ
り
臨
む
夜

景
を
バ
ッ
ク
に
＝
六
月
二
十
一
日 


